
愛の度数 

 

 

昨年末から、航に「小さな宇宙人アミ」シリーズを読み聞かせています。 

 

昨年末、「愛のエネルギーが共鳴し、反射していく」 

というようなことが書かれた 

ある部分を読んでいるときに、 

 

突然、航にチャンネルがきたようで、 

 

航「ママ、一つから、二つが生まれて、 

二つから、三つが生まれたんだよね」 

 

あめ「一つは何だと思う？」 

 



航「・・・・・・神！！」 

 

これは、古代からの真理でもあり、 

 

「根源から、天と人と地が生まれた」ことを指し、 

 

また、カバラでいう 

 

「アインとアインソフとアインソフオウル」にも通じます。 

 

航のハイアーを介し、根源の存在が、 

 

航地上セルフに、真理を伝えたのだと思いました。 

 

また、少し前は、 

 

アミによく出てくる 

 

「愛の度数」の話の部分で、度数が１万度という、 

太陽に住む存在の話がでてきます。 

 



（ちなみに、アミでも七五〇度くらいだそうです） 

 

航「僕は、一万度でも、完璧じゃないと思う！ 

だって、完全な自由じゃないから。 

愛は完全な自由なんだと思う！！」 

 

といいました。 

 

 

 

更に、昨日、 

 

アミ三度目の約束を読んでいてアミが、ぺドゥリートに 

愛に関することはすべて自由、ということを説明している部分があり、 

 

あめ「航がこの間いっていたことは、このことだったの？」と聞くと 

 

航「忘れたーーー」と 

 

言っていました＾＾； 

 



 

今朝は、阪神淡路大震災から一八年目の今日、 

ＮＨＫのインタビューで、 

二歳のときに被災し、父親の腕の中で 

発見された新成人のお話しを聞き、 

 

航「お父さんは、この子を守ったんだね」と話していました。 

 

いろいろな愛の形を、航なりに感じているようです。 

 

すべての人類が、幸せで愛に包まれますように。 

 

あめのひかり＆航 

 


